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Abstract
This study aims to explore the ideal condition of Health Education in Japanese primary
schools. Finland’s Health Education curriculum and primary school textbooks oﬀer positive
examples of education design for Japan and other nations. Therefore, I translate and eluci‑
date two issues. The ﬁrst issue is the health education portion in the textbooks of three
subjects, namely “Environment and Nature,” “Biology and Geography,” and “Physics and
Chemistry” that were launched by Finland’s state education commission as part of the “Na‑
tional Core Curriculum for Basic Education 2004.”The second issue is the Health portion in
the “Environment and Nature” and “Biology and Geography” textbooks for Years 1to 6 of
primary school. 
From the result about Finland’s National Core Curriculum, every health unit was cate‑
gorized into three parts (Personal ⇔ Others, Object ⇔ Society, and Environment) and their
relationships. Otherwise, every health education module was very scientiﬁc. The study of
Finland’s Health Education can help Japanese Health Education improve.
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Ⅰ．緒言
日本の保健学習は主に米国の影響を受け
ている 1)。そのため、近年においても保健学
習の検討の関心は米国に向けられており、
欧州にはほとんど目が向けられていない。
欧州の保健学習も多様であるが、フィンラ
ンドは大学入学資格試験においても世界で
唯一保健科目を入試科目に取り入れている
国である。保健科を全受験生が受験可能な
入試科目として設定している国は、フィン
ランド以外にはない 2)。
現在、日本の小学校の保健学習は教科「体
育」の中で行われており、「G保健領域」に
その教育内容が示されている。平成 10年の
学習指導要領では、これまでの第 5･6学年
に加えて、新たに第 3･4学年に保健学習が
設けられ、平成 20年の学習指導要領改訂で
も同様の位置づけとなっている。しかし、
第 1･2学年では保健学習が行われていな
い。そこで、本研究においては、フィンラン
ドの保健学習に目を向けてみたい。
なお、保健学習と保健教育の関係について
は注）参照のこと。
Ⅱ．研究目的
これまで、フィンランドの保健学習に関
する研究は、高橋・小浜（2012）3)、小浜
（2014）4)、小林・小浜（2015）5)が行ってい
るのみであり、これらの研究でもフィンラ
ンドの小学校で保健学習が行われている知
見は得られているが、その詳細は明らかに
されていない。
本研究の目的は、日本の小学校の保健学
習の在り方を探索するために、フィンラン
ドの小学校保健科の教育課程と教科書の内
容を明らかにすることにある。フィンラン
ドの小学校での一貫した保健学習を明らか
にすることは、日本の教育課程と教科書の
在り方に重要な示唆を与えるものと考える
ものである。
Ⅲ．方法
本研究では、以下 2種類の資料の翻訳及
び整理を行った。
1）フィンランドの国家教育委員会が作成
し『NATIONAL CORE CURRICULUM
FOR BASIC EDUCATION 2004』6)の
「環境と自然」「生物と地理」「物理と化
学」における記述
2）Sanoma Pro社が出版している教科書
『Jäljillä』7)の「環境と自然」「生物と地理」
の記述
なお、今回は「物理と化学」の教科書が入
手できなかった。このため、この教科書の保
健科に関する記述の翻訳は実施していな
い。
Ⅳ． フィンランドの教育制度及び教育課
程の基準の概要
1．基本的な教育体系
フィンランドの基本的な教育体系は、就
学前教育（保育所／就学前学級）、基礎教育
（義務教育第 1学年から第 6学年：小学校、
第 7学年から第 9学年：中学校）、後期中等
教育（高等学校／職業専門学校）、高等教育
（大学／高等職業専門学校）と大まかに 4段
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階に分けられている。（図 1）授業料は公
立・私立に関わらず、就学前教育段階から
大学院に至るまで全て無償で行われる。
1999年より基礎教育は 7歳から 16歳の 9
年間一貫の総合学校で行われている。それ
以前に 1年間、保育園または就学前学級（プ
レスクール）での就学前教育を受けること
ができる。
基礎学校での 9年間の義務教育終了の
後、多くの生徒は高等学校か職業専門学校
へ進学する。その進学率は約 98％（2009）で
ある。後期中等教育学校への入学試験はな
く、9年間の成績を元に希望校へ願書を出
し、特に最終学年での成績によって合否が
決定される。基礎学校には、進路選択に迷い
納得のいく学校への進学ができなかった場
合等のために任意の第 10学年も用意され
ているが、そこへ進む生徒はごくわずかで
ある。
後期中等教育学校の、特に高等学校教育
では無学年単位制を採用しており、日本の
大学のような方式で履修科目を決め、学習
する。いわゆる主要教科は必修となってお
り、それぞれに基礎コースが必修として設
置されている。その上で各教科に細分化さ
れた上級コースが選択科目として設置され
ている。
高等学校へ進学した生徒の目標であり、
終着地となるのは大学入学資格試験であ
る。大学入学資格試験とは高等学校卒業認
定のための試験でもあり、大学進学のため
の基礎資格ともなる。各大学の入学者選抜
の一基準として使用される。もちろん職業
専門学校へ進学した場合でも、高等教育機
関へ進学の道が開かれており、OECDの調
査によっても、高等教育進学率は 73％
（2009）である。 
2．教科書制度
フィンランドにおいては、教科書の検定
制度はなく、自由発行制度の元、民間の出版
社が教科書の発行を行っている。また採用
についても各学校、教師（父母の参加をも得
る）による自由採択制度を採用しているた
め、各出版社や教科書会社は、新しい教科書
が発行されると、各学校へ PRに出かける
ことも許可されている。学習指導要領で各
教科の目標や指導上の留意点が詳細に示さ
れており、それに対応した教科書が中核教
材となっている。教師がより使用しやすく
なるように、常に教師の意見を取り入れて、
教師用指導書や教科書の言直しがなされて
いる。
（出典）フィンランド国家教育委員会
図1　フィンランドの教育制度
3． 学年配当の授業時数の規定の有無
表 1は基礎教育における授業時間の分布
である。保健は第 1‑6学年及び第 7‑9学年の
1年間における週ごとの授業に統合されて
いる。第 1‑4学年の保健は「環境と自然」、第
5‑6学年は「生物と地理」、「物理と化学」の
教科に含まれる。
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表1　基礎教育における授業時間の分布
なお、フィンランドの教育制度及び教育
課程の基準の概要は高橋悠（2012）8)の引用
である。
Ⅴ．NATIONAL CORE CURRICULUM
FOR BASIC EDUCATION 2004』の
内容構造
1．配当学年
小学校第 1学年から第 6学年で合科的に
理科に保健科の教育内容が含まれている。
第 1学年から第 4学年は「環境と自然」の中
で第 5・6学年では「生物と地理」「物理と化
学」に保健が含まれている。
2．保健学習に関わる概要、目標、教育内
容、到達目標
表 2は『NATIONAL CORE CURRICU‑
LUM FOR BASIC EDUCATION 2004』の
目次において、7。7「環境と自然」、7。8「生
物と地理」、7。9「物理と化学」の各科目の
概要、目標、教育内容、到達目標を翻訳しま
とめたものである。
なお、ここでの目標、教育内容、到達目標
の分析は保健に関する内容を抜粋したもの
である。
3．保健学習に関する内容構成
『 NATIONAL CORE CURRICULUM
FOR BASIC EDUCATION 2004』より、フ
ィンランドの保健科の教育内容は、「環境と
自然」、「生物と地理」、「物理と化学」の教科
の中に含まれている。フィンランドの内容
構成は図 2のとおりである。各単元の内容
が低学年より三者（個人⇔他者・対象⇔社
会・環境）の相互作用関係で構成されてい
る。一方、日本の内容構成は、図 3の健康成
立の 3要因（主体・環境・行動）に基づく項
目立てと、個人の生活空間の同心円的拡大
（個人→家庭・学校→職場・社会）による配
列によって構成されている 9）。
図2　フィンランドの教育内容
小林・小浜（2016）作成
図3　小学校の内容構成
（出典）保健の授業づくり入門p93より
Ⅵ． 保健学習の内容構成に関わる教科書の
構造
フィンランドの保健学習は第 1学年から
科学的で専門的な内容を教える工夫がされ
ている。また、低学年から（個人⇔他者・対
象⇔社会・環境）で保健科の教育内容が構
成されていることから、教科書にもこの構
造が反映されている。例えば、第 1学年で
は、交通安全で標識を覚えるうえで、環境の
中でどのように体験するか、命のはじまり
では、自分の命は他者である親の体内でど
のように成長するのか、また、指紋で他者と
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表2　保健の教育課程『NATIONAL CORE CURRICULUM FOR BASIC EDUCATION2004 』
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表3　教科書『Jäljillä』の目次
のちがいを学ぶ。第 2学年では、リサイクル
で自分の身近なゴミから社会との関わりを
学ぶ。第 5学年では、目の構造を学んだうえ
で、視覚障害者の立場から社会について学
ぶ。これらのことから、教育内容は系統的か
つ科学的であり、学びが同心円的配列では
なく、三者の関係で常に構成された構造に
なっている。 
なお、 下線部が引かれているところは、
保健に関連する記述である。
以下は、「環境と自然」第 1学年の教科書の保健の内容に関する記述部分である。
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「環境と自然」第 1学年 教科書の保健の内容に関する記述部分
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Ⅶ．日本の保健学習における示唆
フィンランドの NATIONAL CORE
CURRICULUMでは，保健科の各単元の教
育内容構成が三者（個人⇔他者・対象⇔社
会・環境）の相互作用関係で構成されてい
た。また、教科書より、保健科の教育内容が，
第 1学年から系統的かつ科学的であり、学
びが三者の関係で常に構成された構造とな
っていた．フィンランドの保健学習におけ
る教科の内容構成の構造や系統的かつ科学
的な記述は、日本の保健科の教育課程の内
容構成と教科書の教育内容に新たな示唆を
与えるものと考える。
Ⅷ．今後の課題
本研究では、『NATIONAL CORE CUR‑
RICULUM FOR BASIC EDUCATION
2004』による各教科の保健科教育の概要、目
標、教育内容、到達目標の翻訳及び分析を行
ったが、昨年 2015年に『NATIONAL CORE
CURRICULUM』が新しく改訂された。しか
し、本研究においては時間の都合上、改訂版
の翻訳には至らなかった。また、「物理と化
学」の教科書が入手できなかったため、保健
科に関する記述部分の翻訳を実施できなか
った。今後、『NATIONAL CORE CUR‑
RICULUM 2015』と「物理と化学」の教科書
の両者を比較することにより、同様な点や
改訂された部分を今後明らかにする必要が
ある。
注）保健教育と保健学習の関係
（出典）学校保健学 1‑2。学校保健のしくみ−領域構
造−p2より
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